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　平成３０年度は前年度と比較し、作品展来場者数が減
少したため、単位あたりコストが上がった。
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　障害者週間にちなみ開催されているウエルピアまつりの来場者数は若干減ってきているものの、地域の人たちに障害者への理解
を深めてもらう良い機会として定着している。
　障害者作品展は、地域の人たちが障害のある方の作品に身近にふれることによって、障害者の活動等を知ってもらう良い機会と
なっている。また、障害のある方のとっては、障害者作品展に作品を展示することや、福祉表彰で表彰されることにより、社会への参
加意欲を高めたり、今後の励みになっている。
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国庫支出金 73

都道府県支出金 144 36

その他

所管課
の見解 改善

　障害者の自主製品販売会などは、既にウェルピアまつりと同時開催のボランティアまつりの中で行われており、
講座・講演・スポーツイベントなども障害者週間に限らず、関係各課が実施しているところである。
　その中で、ウェルピアまつりの障害者作品展については、作品発表の場があることを広くアピールし、作品をより
広い範囲から出品していただくことで、多くの障害者の活動やその成果を知っていただくことができ、出品者にとっ
ても新たな作品への意欲や社会活動参加意欲を高めることができると考えている。そこで、出展ブースに制限はあ
るが、展示方法等の工夫などを行うことによって、より多くの人に観ていただきたい。

事業の目的 障害者が地域とふれあう場を作ることにより、地域社会の障害者への理解促進を図る。

実施内容

【概要】
　毎年１２月３日～９日の障害者週間にちなんでウエルピアまつりや障害者作品展を開催し、障害者への理解を深める。

【活動内容】
１ ウエルピアまつり
　地域住民と障害者のふれあいを通して、障害者への理解をふかめるため、ウエルピアかつしかを会場にお祭りを開催す
る。（社会福祉協議会による「ボランティアまつり」と共催）
２ 障害者作品展
　障害者の作品や障害者施設の活動を展示、発表する場を設けることにより、来場者に障害者の活動やその成果等につ
いて、知ってもらう。
３ 障害者福祉表彰
　有する能力を有効に発揮し、自立した生活を送られている方をはじめ、長年にわたり、障害者の支援に功労のあった方、
障害者の雇用に多大な協力をいただいている事業所を顕彰し、今後の励みになるようにする。

コスト内訳（決算）（千円）

項目 28年度

障害者施設課

基本情報

施策
番号

施策 501 障害者が自分らしく自立した生活を営めるように支援します

令和元年度　行政評価委員会評価表 今後の方向性

事業名 障害者週間行事
担当部 福祉部 評価の

視点
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容
③実施方

法

②

　ウエルピアまつりは、地域の人たちに障害者への理解を深めてもらう良い機会として定着しているが、障害者作
品展に出品する団体や出品者件数の伸び悩みや出品者の固定化等の課題がある。
　ウエルピアまつりは、ボランティアまつりと同時開催であり、会場規模の都合上、出展ブース拡大等には制限が
あるが、本事業が障害者の社会活動参加意欲を高め、地域の人たちに障害者への理解を深める機会として、障
害者作品展がより効果的なものになるよう、評価いただきたい。
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【概要】

　○来場者数　のべ1,645名

　○アンケート回収枚数　199枚（回収率12.1%）
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※その他の主な内容

　・ウェルピアに来所したため（日々の通所・おまつり当日等）

　・知人、団体等からの紹介

（１）複数あった 131 人

（２）ひとつあった 21 人

（３）ない 27 人

未記入 6 人

185 人

Q２　作品展をどうして知りましたか？（複数回答可）

30代

平成29年度（2017年）障害者作品展アンケート集計結果

　○作品展実施期間（アンケート回収期間）　平成29年11月16日（木）～22日（水）　７日間

10歳未満

10代

20代

Q１　年齢

40代

50代

60代以上

未記入

合　計

（２）チラシ・ポスターを見て

（１）自分もしくは知人が出展したので

（６）その他

未記入

合　　計

Q３　出展している施設及び団体で知っているところはありましたか？

合　計

（５）区ホームページ・ツイッター・フェイスブック

（４）かつしかエフエムを聞いて

（３）広報かつしかを見て

複数
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ひとつ
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HP等
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FM
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【概要】

　○来場者数　のべ1,525名

　○アンケート回収枚数　251枚（回収率16.5%）
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※その他の主な内容

　・ウェルピアに来所したため（日々の通所・おまつり当日等）

　・知人、団体等からの紹介

（１）複数あった 171 人

（２）ひとつあった 39 人

（３）ない 34 人

未記入 7 人

251 人

Q２　作品展をどうして知りましたか？（複数回答可）

30代

平成30年度（2018年）障害者作品展アンケート集計結果

　○作品展実施期間（アンケート回収期間）　平成30年11月15日（木）～21日（水）　７日間
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50代

60代以上
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合　計

（２）チラシ・ポスターを見て

（１）自分もしくは知人が出展したので

（６）その他

未記入

合　　計

Q３　出展している施設及び団体で知っているところはありましたか？

合　計

（５）区ホームページ・ツイッター・フェイスブック

（４）かつしかエフエムを聞いて

（３）広報かつしかを見て
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